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HIDAおよび1311　Rose　Bengal排泄極めて少なく，

胆道閉塞症との鑑別が困難であろうと考えられる

症例であった．

32．肝疾患における99mTc－PIの使用経験
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　Tc－PIを23例の患者に施行し，肝右葉の濃度を

濃度計にて測定し，その濃度パターンと，疾患名，

生化学的検査との関係を考察した．

　15分から90分まで15分ごとの写真の濃度パター

ンにて3群に分類できる．第1群は，15分にて最

大濃度となり，45～60分ほどで1／2最大濃度とな

る群で，肝機能正常範囲な症例が多く，胆のう炎，

胆石症16例である．第2群は，最大濃度が低下し，

かつ，遷延する群で，GOT，　GPTの高値な急性

肝炎など4例である．第3群は，立ち上がりが遅

れ，1／2最大濃度になる時間が遷延する群で，Al－

P，γ一GTPの高値の膵癌など3例である．また，

全症例にてGOT，　GPTが高値のものは，最大濃

度時間が遅れ，A1－P，γ一GTPの高値のものは，

1／2最大濃度時間が遅れており，最大濃度時間の

遅延は，肝実質炎症，肝実質細胞の低下，1／2最

大濃度時間の延長は，胆汁うっ滞型であることが，

生化学的検査との関係において認められるように

思われた．
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33．67Ga　Citrateによる肺癌と肺結核の鑑別診断
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　ピッカー社製DINA　4－C型ガンマカメラによ

りGaによる肺シンチグラフィーを肺癌と肺結核

について検討した．肺癌の場合，全例Gaの集積

を認め，胸部X－P上の病変部と骨との比は1．43

～2．25，正常肺との比は2．10～3．40であった．ま

た，3cm幅の関心領域内のスライスプロフィル

は急峻なパターンを示した．一方，肺結核におい

てもGaの集積をみたものは，18例中4例に認め

られたが，骨との比は1．03～2．37，正常肺との比

は1．74～3．04と肺癌の場合と差はなかった．しか

し，そのスライスプロフィノレは比較的平垣なパタ

ー ンを示し，肺癌との鑑別上有用と思われた．
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